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都道府県⼤会が実施できなかった場合の代表決定に関する規定
※各都道府県⾼体連の判断で、より公平な代表選出が可能な規定を選択し、
地区⼤会へ進む学校を決定してください。

都道府県⼤会（新⼈戦）が⼀部
もしくは全部で実施できていない 地区内の都道府県⼤会は

全て実施済み

実施できていない
都道府県

実施できた
都道府県

令和2年度都道府県総体もしくは
代替の⼤会は実施できた
（県内の２位以上の順位付けが
できる）

令和2年度都道府県総体はもしくは
代替の⼤会は実施できていない

規定（A-1）
都道府県総体もしくはその代替え
⼤会の成績で上位２校を都道府県
代表を決定
※登録⼈数等、本来の全国選抜⾼
校テニス⼤会の予選と差があって
も良いものとする。

規定案（B-1）
昨年度の⼤会も含めて都道府県
内の順位を決定する

実施した都道府県⼤会（新⼈戦）の
結果で地区⼤会への代表を決定

規定案（B-2）
選抜出場登録選⼿の過去の戦績
をポイント化し登録選⼿のポイ
ントの合算で順位付けする

規定案（B-3）
登録⼈数等の基準を満たした学
校の中から抽選により決定

実施した都道府県⼤会（新⼈戦）の
結果で地区⼤会への代表を決定
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地区⼤会が実施できなかった場合の代表決定に関する規定

⼀部の地区⼤会が実施できない

実施できなかった地区は
地区内の都道府県の代表各２校を
⼀位から最下位まで順位付け

規定案（C-1）
・42回⼤会地区⼤会の成績を基準に
順位付け
・42回⼤会地区⼤会に出場していな
い学校は昨年のインターハイ関連
の⼤会の成績を基準に順位付け
・上記に当てはまらない学校は過去
の公式戦、最⾼成績で⽐較し順位
付け

全ての地区⼤会が実施できない

全国⼤会の出場校数を変更しない 全国⼤会の出場校数を変更する

規定案（E-2）
・出場校数を男⼥各47校に変更
・各都道府県１位の学校が出場

規定案（E-2）
・実⾏委員会の選考により全て
の出場校を決定

※各地区⾼体連の判断で、上記規定を遵守し順位付けを⾏い
全国選抜⾼校テニス⼤会実⾏委員会に順位案として、採⽤し
た基準を添えて提出してください。
提出された順位案は実⾏委員会にて公平性を確認し、承認を
した上で、地区内順位を決定とします。

※実⾏委員会にて情勢を踏まえていずれかの案を選択します。

※新型コロナウイルスの感染状況等により、別途規定を定める場合があります。

規定案（D-1）
・各都道府県１位の学校が出場
・実⾏委員会の選考により１校
を選出



地区⼤会を棄権する学校があった場合の対応

規定（E-1）
都道府県代表に決定後、新型コロナウイルス感染症への感染者が発⽣し、
監督官庁等の指導により、地区⼤会へ出場できなくなった学校があった場合、
当該都道府県の⾼体連テニス専⾨部から実⾏委員会へ理由とともに繰り上げ
申請があった場合は、繰り上げ出場を認める
また、次点校が２校あった場合、代表決定戦を地区⼤会と同様の対戦形式で
⾏えば、繰り上げ校を決定することを認める


